
令和６年度 技術・家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立大森東中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・基礎知識を定着させるために、振り返り、繰り返し行うことで定着させることができた。 

・製作における基礎技術の向上のために、段階的な作業状況を見本などで提示して生徒にわかり

やすく説明することによって、基礎的な技能が身に付き作業がスムーズにできた。 

・学習内容の振り返りワークシートの提出によって、学習した知識の確認をすることができた。 

（２） 課題 

 ・「主体的・対話的で深い学び」を取り入れた授業を実践し、生徒の活動を活発にし、課題解決

能力を育てたい。 

 ・ＩＣＴ機器を効果的に活用し、安全でわかりやすい授業を展開し、生徒の興味・関心を高めた

い。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・基礎的、基本的な技術と知識

を身に付けるために、プリン

ト、副教材を活用している。安

全に作業することができるが、

製作時間に差が出る 

 

・学んだことを身近な生活につ

なげ、より良い生活にしていこ

うとする工夫している。 

・技術科においては、基礎知識

の内容により、製作することへ

の意欲が高い。家庭科において

は、食生活について関心意欲が

高いが、内容によって差異があ

る。 

  

② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様々な事象についての知識の

習得を目指し、プリントを活用

して学習している。また、作品

製作には、前向きであるが、製

作時間に差がでる。 

 

・課題を見つけ、その解決を目

指し、家庭生活をより良くして

いく力を育てたい。作品製作で

工夫する力に差異がある。 

・作品製作に対して意欲が高

い。 

・授業規律（話を聞く態度、活

動の切り替え 等）において、

意識が低い生徒への指導が必

要である。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・様々な事象についての知識の

習得を目指し、プリント、副教

材を活用して学習している。作

品を製作することへの意欲が

高い。 

・課題を見つけ、その解決を目

指し、家庭生活をより良くしよ

うと工夫している。作品にも工

夫が見られる。 

・作品製作に関しての意欲が高

い。学習内容によって差異があ

る。 

 

 



３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ICT機器を効果的に活用し、

技術・家庭の基礎的・基本的な

知識や技能の理解を深める。ま

た、実践的、体験的な学習活動

を通して、基礎的・基本的な知

識や技能の習得を目指す。 

 

・生活や社会の中から課題を見

出して、技術・家庭の見方・考

え方を活用して、よりよい生活

にすることも視野に入れて解

決していこうとする力を育成

する。 

 

・よりよい生活の実現に向け

て、生活を工夫し創造しようと

する実践的な態度を養う。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ICT機器を効果的に活用し、

技術・家庭の基礎的・基本的

な知識や技能の理解を深め

る。また、実践的、体験的な

学習活動を通して、生活の自

立に必要な知識と技能の習得

を目指す。 

 

・生活や社会の中から課題を見

出して、技術・家庭の見方・考

え方を活用して、よりよい生活

にすることも視野に入れて解

決していこうとする力を育成

する。 

 

・よりよい生活の実現に向け

て、作品製作においては課題に

主体的に取り組んだり、情報に

おいては、技術を工夫し、主体

的に取り組む態度を高める。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ICT機器を効果的に活用し、技

術・家庭の基礎的・基本的な

知識や技能の理解を深める。

また、実践的、体験的な学習

活動を通して、生活の自立に

必要な知識と技能の習得を目

指す。 

・生活や社会の中から課題を見

出して、技術・家庭の見方・考

え方を活用して、よりよい生活

にすることも視野に入れて解

決していこうとする力を育成

する。 

 

・よりよい生活の実現に向け

て、課題の解決に主体的に取

組んだり、振り返って改善し

たりして、生活を工夫し創造

し、実践しようとする態度を

高める。 

 


